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経営者への活きた言葉 

同質化競争から独自性へ  川野 幸夫（ヤオコー会長、日本スーパーマーケット協会会長）  

１．消費者の嗜好が多様化、高齢化する中、スーパーも自らの商いのコンセプトをより明確にしていかなけ

ればならない。安さで勝負するのか、サービスを徹底させるのか、あるいは情報提供を充実させるのか。

その店ならではの独自性を打ち出す必要がある。もはや「同質化の競争」では生きていけない。私はス

ーパーで取り扱う商品を、ナショナルプランドの加工品などの「コモディティ商品」と生鮮品や総菜な

どの「ライフスタイル商品」とに分れて考えている。 

２．コモディティ商品は「相対的な安さ」がポイントだ。他店と比較して安いということが、消費者への訴

求力となる。一方、ライフスタイル商品は、「値頃」が大切。豊かで楽しい食生活を実現する上で、「こ

れなら買いたい」と消費者が価値を認めてくれる価格を提示しなければなない。コモディティ商品につ

いてはスケールメリットが効くので、中小スーパーも共同仕入れなどの工夫によって安さを追求するこ

とができる。 

３．だが、大手との競争に勝つためには、やはりライフスタイル商品の魅力が決め手になる。「こだわり」が

大切だ。ヤオコーも「豊かで楽しい食生活提案型」のスーパーを目指し、もライフスタイル商品を強化

している。                             （参考：「週刊東洋経済」2012 年 2 月 11 日号） 

海外事情 
「米製造業は 5年で中国から撤退せよ」と提言 

１．圧倒的な人件費の安さと豊富な労働力で世界中

の製造業を引きつけてきた中国。その強みが急

速に薄れてきている状況を受けて、米ボスト

ン・コンルティング・グループ（ＢＣＧ）は 2011

年 8 月、米産業界に衝撃的な提言を行った。少

なくとも北米市場向けの製品について、5年以内

に中国より米国で製造した方が有利になると予

言したのだ。 

２．2011 年 10 月には、どの産業を北米に戻すべき

かという追加の発表も行っている。それによる

と、自動車向け製品、コンピューター・電子部

品、金属製品、産業用機械、プラスチック・ゴ

ム製品、大型家電製品、家具の 7つの産業群を

あげた。また、いち早く中国生産を始めたユニ

クロは、生産拠点をバングラデシュといった、

より人件費の安い国にシフトさせている。製造

業の国内回帰は雇用創出の観点からも早急に議

論されるべき課題だ。 

 （参考：「日経ビジネス」2012 年 1 月 16 日号） 

ワンポイント経営アドバイス 
インド進出を急ぐべき時 

１．日系企業の進出状況を見ると、中国が 2 万社を越

えているのに対し、インドはわずかに 800 社程度

で、その多くが大企業。中小企業にとっては、ま

だ遠い国のように思える。しかし、もはやインド

という市場を無視できなくなっているのも事実

だ。技術力のある企業であれば、「ケイレツ」を越

えた取引ができるし、価格競争にも巻き込まれに

くくなる。日本にいては難しい新規取引の開拓が、

インドであれば可能というわけだ。進出は早けれ

ば早いほどいい。 

２．インドに進出すべき理由は次の 5つある。(1) 経

済成長率は中国に次ぐ高水準。(2)将来、世界一の

人口を抱える。(3) 労働や消費の担い手となる若

者が多い。(4) 中間所得層が増え、消費が伸びる。

(5) 日本に対する印象が良い。（94％のインド人

が歓迎している）また、日本はどのような国と思

うのか、の質問に(1) 先進技術を有する国(2)経済

力のある国(3)平和を愛する国、と答えている。 

（参考：「日経トップリーダー」2012 年 3 月号） 

古典に学ぶ 
優れた人は静と動を両立させる 

「真の智者には、動中おのずから静があり、真の仁者には、静中おのずから動がある」 

解説：本当に賢い人は、行動しながらも、常に思考している。本当に思いやりのある人は、黙っているよう

でも、常に思いやりを行動に移している。  （参考：渋澤 健「渋沢栄一 100 の訓言」）：日経ビジネス人文庫 

 


